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十

一
月
九
日
か
ら
十

一
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
全
国

一
斉
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の

普
及
を
図
る
な
ど
を
目
的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
統

一
防
火
標
語
は
『
そ
の
火
事
を
　
防
ぐ
あ
な
た
に

金
メ
ダ
ル
』
で
す
。

岐
阜
市
消
防
本
部
で
は
、
岐
阜
市
消
防
協
会
、
岐
阜
市
危
険
物

安
全
協
会
及
び
岐
阜
市
防
火
協
会
の
協
力
を
得
て
、
火
災
予
防
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
約
四
千
枚
作
成
し
、
市
内
の
関
係
機
関
、
主
要
事

業
所
な
ど
に
配
布
し
て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
是
非
、
あ
な
た
の
家
庭
で
も
火
災
予
防
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
よ
う
。

一
月

一
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で

の
上
半
期
、
岐
阜
市
内
で
発
生
し
た

火
災
は
五
十
九
件
で
、
前
年
の
同
時

期
と
比
較
す
る
と
二
件
増
加
と
な

っ

て
い
ま
す
。

出
火
原
因
は

「放
火

・
放
火
の
疑

い
」
が
十
二
件
で
最
も
多
く
、
次
に

「電
気
関
係
」
が
十
件
、

「た
き
火
」

「た
ば
こ
」
が
各
七
件
で
し
た
。

火
災
に
よ
る
死
者
は
二
人
で
、
前

年
の
同
時
期
と
比
較
す
る
と
二
人
増

加
、
負
傷
者
は
十

一
人
で
、
五
人
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
件
数
の
内
訳
は
、
建
物
火
災

が
最
も
多
く
、
三
十
六
件
発
生
し
て

い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
損
害
額
は
約
七
千
五

百
万
円
で
、　
一
日
当
た
り
約
四
十

一

万
円
の
財
産
が
焼
失
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式

（ウ
イ
ズ
　
コ

ロ
ナ
）
の
実
践
に
よ
り
、
在
宅
す
る

時
間
が
増
え
る
こ
と
で
自
宅
で
食
事

を
作
ら
れ
る
方
も
多
く
な
り
、
こ
ん

ろ
な
ど
の
火
気
を
使
用
す
る
機
会
も

増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
ろ
な
ど
の
火
気
を
使
用
す
る

際
は
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

火
災
を
無
く
し
て
安
心
。安
全
な
街

を

つ
く
り
ま
し
よ
う
。

「火
災
予
防
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
募

集
」
入
選
作
品
の
展
示

岐
阜
市
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
や

市
内
の
学
校
に
通
学
す
る
児
童
か
ら

募
集
し
た
火
災
予
防
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
に
つ
い
て
、
厳
正
な
審
査
の
結
果

入
選
さ
れ
た
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
例
年
行

っ
て
お
り
ま
す
表
彰

式
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
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各
地
区
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
ち

「
島
女
性
防
火
ク
ラ
プ
の
活
動
」

島
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長

森

け
い
子

島
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
単
位
自
治
会
女

性
部
代
表
者
の
七
十
名
と
女
性
サ
ポ
ー
タ
ー

（過
去
に
活
動
に
参
加
し
、
そ
の
後
も
協
力

）
の
七
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
影
響
で
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
例
年
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

①

「島
地
区
総
合
防
災
訓
練
」
に
協
力

島
地
区
で
は
毎
年
六
月
初
旬
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
当
日
は
、
島
小
学
校
児
童

・
先
生
も

土
曜
授
業
の
一
環
と
し
て
参
加
し
、
保
護
者

と

一
緒
に
各
地
域
か
ら
避
難
し
て
き
ま
す
。

朝
八
時
過
ぎ
に
は
、
二
千
人
以
上
の
人
が
グ

ラ
ン
ド
に
集
合
し
ま
す
。
総
合
訓
練
は
岐
阜

市
で
は
初
め
て
の
シ
ヨ
ツ
ト
ガ
ン
方
式
を
平

成
二
五
年
六
月
か
ら
取
り
入
れ
、
参
加
者
全

員
が
人
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

「防
災
資
機
材

展
示
」

「地
震
体
験
車
」

「心
肺
蘇
生
」

「

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
」

「ス
ロ
ー
バ
ツ
ク

・
土
嚢

作
成
」

「三
角
巾
」

「煙
体
験
」

「水
消
火

器
」
を
順
番
に
体
験
し
て
い
き
ま
す
。
開
始

は
八
時
三
〇
分
か
ら
、
終
了
は
十
時
の
一
時

間
半
の
訓
練
で
、
最
後
に
消
防
団

（島
分
団

）
に
よ
る
放
水
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
訓
練
の
前
に

北
消
防
署
島
分
署
の
指
導
で
防
災
講
習
会
を

開
催
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
等
の
指
導
を
受

け
、
当
日
は
訓
練
人
形
二
十
五
体
す
べ
て
に

一
名
ず

つ
付
き
、

「心
肺
蘇
生
」
の
指
導
を

担
当
し
ま
す
。
ま
た
、
炊
き
出
し
は
八
時
三

〇
分
か
ら

ハ
ソ
リ
鍋
三
個
に
薪
を
使

っ
て
湯

を
沸
か
し
、
三
十
八
名
で
ア
ル
フ
ア
米
約
二

千
三
百
食
の
パ
ツ
ク
詰
め
を
し
て
、
十
時
の

訓
練
終
了
時
に
は
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

②
毎
年
人
月
第

一
日
曜
日

「島
合
同
Ｄ
Ｉ
Ｇ

訓
練
」
開
催

毎
回
、
各
種
団
体
と
合
同
で
開
催
。
百
名

以
上
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

③

「島
合
同
防
災
視
察
研
修
会
」
参
加

毎
年
人
月
最
終
日
曜
日
に
開
催
。
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
が
企
画

・
運
営
し
ま
す
。

④
そ
の
他
　
消
防
本
部
主
催
の
研
修
会
等
に

参
加
。

主
だ
っ
た
活
動
は
以
上
で
す
。

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
ま
ま
な
ら
な

い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

『
こ
ん
な
時
、
災
害

が
発
生
し
た
ら

・
・
』
と
必
要
以
上
に
心
配

し
て
し
ま
い
ま
す
。

早
く

「
コ
ロ
ナ
」
が
収
束
し
て
、
い
つ
も

の
生
活
が
戻
る
こ
と
を
願
つ
て
い
ま
す
。

『
大
好
き
な
私
の
地
域
」

芥
見
東
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
　
後
藤

美
津
子

私
は
、
こ
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
携
わ
っ

て
通
算
十

一
年
に
な
り
ま
す
。
会
長
と
し
て

は
六
年
目
を
迎
え
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
皆
さ
ん
の
笑

顔
を
見
る
と
、
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
私
は
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
防

災
は
自
分
の
問
題
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
意
識

し
て
準
備
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
あ

る
程
度
知
識
は
必
要
で
す
。
し
か
も
、
学
ぶ

こ
と
が
楽
し
く
な
い
と
人
は
集
ま
り
ま
せ
ん
ｃ

会
長
と
し
て
参
加
者
の
方
達
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
内
容
に
し
て
い
き
た
い
と
い
つ
も
心
に

念
じ
て
動
い
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

芥
見
東
は
岐
阜
市
東
部
に
位
置
し
、
人
口

約
五
千
七
百
人
、
岐
阜
市
で
第
二
位
の
高
齢

化
地
域
で
す
。

平
成
二
九
年
ま
で
は
、
自
治
会
連
合
会
が

中
心
と
な
り
各
種
団
体
が
活
動
し
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
三
〇
年
に
街
づ
く
り
協
議
会
が

結
成
さ
れ
、
三
十
五
の
組
織
で
成
り
立
ち
、

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
そ
の
中
の
一
団
体
で
す
。

十
二
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
員
と
事

務
局
で
構
成
さ
れ
、
今
年
は
六
十
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
員
は
毎
年
変
わ
る
た

め
、全
員
で
東
分
署
に
出
向
き
、
初
期
消
火
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
三
角
巾
、
竹
担
架
な
ど
の

実
技
を
教
え
て
頂
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
ん

だ
こ
と
を
人
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
つ
か

り
訓
練
を
し
て
頂
き
ま
す
。
芥
見
東
自
主
防

災
訓
練
は
、
消
防
団
、
水
防
団
、
日
赤
奉
仕

団
、
市
民
消
火
隊
の
方
々
と
協
力
し
合
い
、

炊
き
出
し
は
自
治
会
連
合
会
が
中
心
と
な
り
．

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
数
名
と
地
域
の
方
を
巻
き

込
ん
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
行

っ
て
い
る
芥
見
東
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
の
研
修
会
の
折
、
空
き
時
間
に
ク
ラ
ブ
員

二
人
で
フ
ル
ー
ト
と
二
胡
の
演
奏
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
有
志
に
よ
る
楽
団
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
音
楽
は
人
と
人
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

防
火
は
、
人
と
人
と
の
助
け
合
い
で
成
り
立

ち
ま
す
。
今
で
も
Ｏ
Ｂ
の
方
が
参
加
し
て
く

だ
さ
り
、
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ
り
、
実
質
的

な
活
動
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
の
中
で
避
難
所
運
営
役
員
会
を
立
ち

上
げ
、
自
治
会
連
合
会
と
協
力
し
て
着
々
と

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

芥
見
東
は
、
絆
を
大
切
に
し
て
い
る
地
域

で
す
。
そ
ん
な
あ
た
た
か
い
地
域
が
大
好
き

で
す
。
そ
し
て
、　
一
人

一
人
が
こ
の
時
期
を

乗
り
切
り
、
前
進
し
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

必ずつけよう住警器

維持管理も忘れずに !

lΩ笙経つたら機器交換
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